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I はじめに



































力の象徴である丈高の頭飾りやかつらをかぶ ( B C 1350-1340年）
り，刺繍や金・銀装飾を施した前垂れ，色もの
の腰帯，多彩なリボンを結んだ装いがみられる。
写真1 新石器時代メンヒル （B C3000年頃）

































































































































側に金モールやリボ、ンで意匠され，ローンや レー スのクラパッ トが衿元で蝶結びにされている。















































1621年ライデン（オランダ）にふたたび現われ， 17世紀末にはオラ ンダ，ドイツ， スイス， イ
写真24 踊り子の衣裳 （18世紀末） 写真25 初期のリボン織機






























ド産業を発展させる要因となり，イギリス人のシャルル・ フレデリック ・ウォー スが，パリ ・






写真31 小物類 （1871年） 写真32 リボン飾りをした帽子（1872年）
宮廷女性たちが不自然なクリ ノリンの着用をやめると，次第にまた卜ウルニュール型 ・つま
りパッスル ・スタイルが流行し，これは二部式であり，上着は前聞きを左前に合わせボタン止



















































E ま と め
以上，リボンについて西洋服装史からまとめると，次のような結果になる。
1 ）リボンは縛るという意昧から，帯状の結び組として，ヨーロッパにおいては新石器時代
32 筒井 ・島貫・守屋 ：リボンの起源とその装飾性について
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